
オンラインによる語学研修・文化体験プログラム

参加報告書 

プログラム参加

の目的 
英語のスピーキング力向上のため 

プログラムの概

要（授業・フィー

ルドワーク内

容、スケジュー

ル等）

ビデオ視聴後の内容に関するディスカッション、発音練習、プレゼン

テーション 2回、キャンパスツアー、ゲーム

氏名 本田幸 

所属・学年 法 学部 法  学科・専攻   4 年 

プログラム実施

大学名 
モンタナ州立大学 （国名： アメリカ   ） 

プログラム期間 2021年 9月 8日  － 2021年   9月 24日 

Aさん



プログラム参加によって得られた成果（語学に関すること、ものの考え方や取り組み

方、コミュニケーション能力など自由に記載してください） 

初日からすべて英語で話すことで、自分が伝えたいことをどう英語で話すか考え、何かし

らの表現をする力を培った。モンタナに関する題材を扱うことが多かったので、モンタナ

の自然や文化、人々の暮らしを知り異文化理解が深まった。またプレゼンテーションの発

表前には練習する時間も設けていただき、そこでアドバイスを貰ってプレゼンの基礎や

英語での表現の仕方を身につけることができた。 

プログラム参加全体を通しての感想 

英語だけで会話をする環境に身をおいたことで、自分のスピーキングスキルを改めて把

握、向上させる機会となった。先生方との会話を通して、聞き取ることが難しかったこと

もしばしばあったが、ネイティブの表現方法やスラングを知り、もっと自分の英語力を高

めてスムーズにコミュニケーションが取れるようになりたいと思った。 
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オンラインによる語学研修・文化体験プログラム 

参加報告書 

 

プログラム参加

の目的 

来年度から就職をするにあたって、英語力を向上させたいと考え参加

しました。TOEIC の点数は 750 点を取り、リスニングをリーディング

に少し自信を持てましたが、全く話すことができなかったため、英会

話をしたいと思いました。 

プログラムの概

要（授業・フィー

ル ド ワ ー ク 内

容、スケジュー

ル等） 

授業では、テーマを決めて２回発表を行いました。発表の練習を学生

同士で行って、改善を加えていきました。また、リスニングのテーマ

をそれぞれ与えられて、内容を発表することもありました。発表では

先生からのフィードバックもありました。授業を通じてモンタナの文

化を学びました。モンタナ州立大学の学生の方と交流もしました。学

生の皆さんは自分より英語力が高かったため、学生の方との会話も勉

強になりました。 

 
 
 
 

氏名 畑中美咲 

所属・学年 工学部 情報電気工学科 4 年 

プログラム実施

大学名 
 モンタナ州立大学     （国名：アメリカ ） 

プログラム期間 2021 年 9 月 8 日  － 2021 年 9 月 24 日 

Ｅさん



プログラム参加によって得られた成果（語学に関すること、ものの考え方や取り組み

方、コミュニケーション能力など自由に記載してください） 

プログラムの参加により、英語を話すことにためらいがなくなりました。以前は正しい英

語を話さなければならないと感じていましたが、わからない単語や文法があっても、なん

となく意思疎通ができました。英語を話すことに時間がかかっていましたが、今後はスム

ーズに意思を伝えることができそうです。また、人前で発表するという経験が今までほと

んどなかったため、プレゼンの方法についても学ぶことができました。聞き手の興味を引

くための話し方など教えて頂きました。 

プログラム参加全体を通しての感想 

オンラインでの開催でしたが、特に問題なく、十分に学ぶことができました。モンタナ州

立大学の先生もとても親切にしてくださいました。このプログラムで、英語に触れる機会

ができました。英語の話すことに抵抗がありましたが、今は考えたことを話せるようにな

りました。モンタナ州を訪れることはできませんでしたが、現地の学生の方と交流をした

り、文化を学ぶことができてよかったです。毎日英語に触れることはなかなかないため、

貴重な経験になりました。今回のプログラムをきっかけとして、英会話を続けたいと考

え、英会話の授業を履修することにしました。今後も勉強していきたいと考えています。 
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